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●掲載にあたり、マテリアリティ（重要性）と内容については、社会情
勢、2012年度報告書に対する社内外約2379人のアンケート回答
などを勘案し、社外委員3名を含むCSR委員会で決定しました。

●積水ハウスグループのCSR活動を俯瞰できるページを設けるなどし
て、関心を持った内容のページに進みやすくする工夫をしました。

●「サステナブル・ビジョン」を実現する「グリーンファースト」の進化
と普及、およびその展開事例のスマートタウン「スマートコモンシ
ティ」を特集で紹介しています。

●東日本大震災の復興支援活動については、発災以降の当社の活
動内容全般を紹介しています。

●年次報告書として2012年度の取り組み成果を整理し、「実践報
告」のページにレポーティングしています。目標に対する実績の自
己評価も掲載しています。

●「エコ・ファーストの約束」の進捗状況など、重要項目については
ＫＰＩ（成果の主要指標）の推移を開示しています。

●取り組みに対する客観的な評価として、お客様や社外有識者の
方々など、さまざまなセクターのステークホルダーからご意見を
頂戴して掲載しています。

「サステナビリティレポート2013」の特徴

本報告書における事業所の対象範囲は、積水ハウス株式会社と
CSR・環境経営上重要な連結子会社である積和不動産（6社）、積水
ハウスリフォーム、積和建設（20社）、および積和ウッド等の13社、な
らびに海外事業子会社106社のうち主要な14社の計55社とします
（概要はP.03～04をご覧ください）。
グループ全体におけるカバー率は従業員数ベースで99.8%です。

積水ハウスグループの事業は戸建住宅事業、賃貸住宅事業、リフォー
ム事業、不動産フィー事業、分譲住宅事業、マンション事業、都市再開
発事業、国際事業、その他事業（エクステリア事業等）であり、これら
について報告しています。

毎年4月（予定）
※英語版・中国語版：毎年6月（予定）

2012年度（2012年2月1日～2013年1月31日）
※2013年度の活動も一部含みます。

〈 事業所の対象範囲 〉

〈 事業内容の対象範囲 〉

●対象期間

●発行時期

●レポートに関するお問い合わせ
積水ハウス株式会社
コーポレート・コミュニケーション部 CSR室
　　　　　　　TEL. 06-6440-3440   FAX. 06-6440-3369
環境推進部        TEL. 06-6440-3374   FAX. 06-6440-3438
　　　　　　　http://www.sekisuihouse.co.jp/mail/メールフォーム

報告対象範囲

本報告は、サステナブル社会の実現に向けた積水ハウスグループの取り組みをご理解いた
だくとともに、取り組みのさらなる向上を目指して読者の方々とコミュニケーションを図る
ことを目的に発行しています。報告事項の特定と編集設計にあたっては、環境省の「環境報
告ガイドライン（2012年版）」とGRI（Global Reporting Initiative）の「サステナビリティ・
レポーティング・ガイドライン第3.1版」を参考にしています。また選定した報告事項の開示
方法については、社会的責任に関する国際規格であるISO26000を参考にしています。

（写真・上）空気環境配慮仕様「エアキス」、キッズでざいん「コドモイドコ
ロ」など積水ハウスグループは子どもに配慮した技術開発、設計提案を
行っています。社会貢献活動の重点方針の一つも「次世代育成」です。
（写真・下）積水ハウスグループのブランドビジョン「SLOW & SMART」
（ゆっくり生きてゆく、住まいの先進技術。）。写真は「SLOW & SMART」
の設計例である「スローリビング」です。

報告メディアの考え方

冊子は、特に重要性の高い情報
に絞り込み、読みやすくわかりや
すく編集しています。WEBサイト
は、あらゆるステークホルダー
への説明責任を果たすために、
網羅的に情報を開示しています
（項目についてはP.77～78をご
覧ください）。
また、2013年度は、お客様にとっ
て特に重要性の高い活動に絞り
込み、小冊子も発行しています。
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積水ハウスにとって重要性の高い活動

編集方針

表紙について

ステークホルダーエンゲージメントにより、積
水ハウスが注力すべき課題に絞り込んで編集。
お客様や社外有識者の声も掲載しています。

取り組みの詳細・関連情報を
網羅的に掲載。
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積水ハウスグループの概要
積水ハウスの住まいづくり
東日本大震災からの復興の
取り組みについてのご報告
トップコミットメント

Contents

「サステナビリティレポート2013」に開示している温室効果ガ
ス排出量の信頼性を高めるため、第三者機関による保証を受
けています（独立保証報告書はP.73に掲載しています）。右記
のマークは、本報告書に開示している温室効果ガス排出量の
信頼性に関して、サステナビリティ情報審査協会
（http://www.j-sus.org/）の定める「温室効果ガス報告審
査・登録マーク付与基準」を満たしていることを示します。

積水ハウスの経営理念

社会課題に応える「SLOW & SMART」

19・・・・・・・・

23・・・・・・・・・・・・・・・・

サステナブル社会実現への責任と取り組み

「スマートコモンシティ」の
取り組みが本格化

社会課題に応える
積水ハウスのスマートタウン1展開事例
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CSR委員会・社外委員からのコメント
独立保証報告書
第三者意見報告書
社外からの主な評価
総括・社外意見を受けて
WEB掲載項目について

2012年度 実践報告

41
43

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

マテリアルバランス
2012年度報告の総括と次年度の目標

47・・・・・・・・・・・・・・・地球温暖化の防止

【主な取り組み】 戸建・賃貸住宅における「グリー
ンファースト」比率の向上/太陽光発電システムリ
フォームの拡大/メガソーラーの設置/社内節電

「グリーンファースト」の普及で
CO2排出量の削減を着実に推進1

実践報告

生態系に配慮した庭づくり「5本の樹」計画。
年間植栽本数100万本を達成

51・・・・・・・・・・・・・・・生物多様性の保全

【主な取り組み】「5本の樹」計画/いきもの調査/
木材調達レベルの向上/「木材調達ガイドライン」の見
直し/国産木材の利用促進/サプライチェーン調査

2
実践報告

独自に進化させた資源循環の取り組みで、
「循環型産業システム」を構築

55・・・・・・・・・・・・・・循環型の社会づくり

【主な取り組み】 廃棄物適正処理システム100％電子
化/リサイクル材の開発と利用促進/プレカット工法の見直
し/制震構造「シーカス」の普及/再生住宅「エバーループ」

3
実践報告

高齢者や子ども、障がい者など、すべての人々が
健やかに安心して暮らせる住環境を提案

59・・・・・・・・・・・・・・・・社会構造の変化と
課題への対応

【主な取り組み】 業界初のサービス付き高齢者向け
住宅商品発売/多世代交流型賃貸マンションを建設

4
実践報告

事業にかかわるすべての人と信頼関係を
はぐくみながら、共に成長・発展

63・・・・・・・・・・・・・・ステークホルダーの
皆様とともに

【主な取り組み】 取引先・積水ハウス会との連携
強化/女性社員の活躍支援/株主様への利益還元

5
実践報告

「人間愛」を活動理念に、多様なセクターと協働。
地域に根差し、社会課題への取り組みを継続

69・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・社会貢献活動

【主な取り組み】 「積水ハウスマッチングプログラム」
による助成/障がい者の自立支援/「神戸まちづくり六甲
アイランド基金」/「チャイルド・ケモ・ハウス」建設協力

6
実践報告

33
37
38

・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

サステナブル社会実現に向けた組織マネジメント
「エコ・ファーストの約束」
CSR・環境経営 主要指標の実績一覧

27・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・国際事業の展開

グローバル市場で
持続可能性を追求2展開事例

31・・・・・・「住ムフムラボ」を開設

ステークホルダーとの「共創」で
新たな住文化を創造3展開事例
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「SLOW ＆ SMART」をキーワードに、
持続可能な社会の実現に貢献します

積水ハウスグループの概要

積水ハウスグループでは、創業以来、CS（お客様満足）を企業活動の根底に据え、人間性豊かな住まいと環境の創造に取り組んでいます。
「ゆっくり生きてゆく、住まいの先進技術。『SLOW ＆ SMART』」をブランドビジョンとして掲げ、事業ドメインを「住」に特化した成長戦
略を展開。最高の品質と技術をもって安全・安心で健康・快適な暮らしを実現するとともに、時代の要請に応える新たな価値を提案し
続けることで、さまざまな社会課題を解決し、持続可能な社会の構築に貢献します。
（2012年度建築戸数4万5098戸、累積建築戸数213万5437戸）

【関係会社】
◎積和建設東東京株式会社ほか１９社（住宅の施工・リフォーム・エクステリア事業）  など

【関係会社】
◎積和建設東東京株式会社ほか19社（住宅の施工・リフォーム・エクステリア事業）
◎積和不動産株式会社ほか14社（不動産売買・仲介・賃貸借・管理等）  など

【関係会社】
◎積水ハウスリフォーム株式会社（リフォーム事業）
◎積和建設東東京株式会社ほか19社（住宅の施工・リフォーム・エクステリア事業）
◎積和不動産株式会社ほか14社（不動産売買・仲介・賃貸借・管理等）  など

賃貸住宅、医療介護施設等の請負および設計・施工

戸建住宅の請負および設計・施工

リフォーム後リフォーム前サービス付き高齢者向け住宅専用商品「セレブリオ」

鉄骨２階建住宅「イズ・ロイエ」ラグジュアリーモダンシリーズ 鉄骨３階建住宅「ビエナ」 木造住宅シャーウッド「グラヴィス・ベルサ」

住宅の増改築等

賃貸住宅事業

戸建住宅事業

リフォーム事業

２０１２年度は、環境戦略として、太陽電池・燃料
電池・蓄電池をＨＥＭＳ（ホームエネルギーマネ
ジメントシステム）により連動制御する、先進の
スマートハウス「グリーンファースト ハイブリッ
ド」を積極的に提案。また、環境配慮型住宅商
品の蓄電池ラインアップを拡充するなど、２０１０
年度から３カ年にわたる中期経営計画に沿って
「グリーンファースト」戦略を基軸に事業を推進
した結果、業績目標を達成しました。２０１２年
１１月には、事業ドメインを「住」に特化した成長
戦略の展開を経営方針とする、新たな中期経営
計画を発表。「ＳＬＯＷ ＆ ＳＭＡＲＴ」をブランド
ビジョンとして掲げ、国内市場での持続的な利
益成長を実現することや、国際事業を飛躍的な
成長軌道に乗せることを目指します。

会社概要（2013年１月31日現在）

事業所（2013年１月31日現在）

経営概況 ■セグメント別売上高（連結）
○社名 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○本社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○設立年月日 ・・・・・・・・・・
○資本金  ・・・・・・・・・・・・・・・
○発行済株式総数 ・・・
○従業員数 ・・・・・・・・・・・・・

積水ハウス株式会社
〒531-0076
大阪市北区大淀中1丁目1番88号　
梅田スカイビル タワーイースト
1960年8月1日
1865億5419万円
676,885,078株
2万1476人（連結）
1万3049人（単体）

支店・営業所 ・・・・・・・・・・
カスタマーズセンター ・・・
展示場 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
工場 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

123
30
423
5

1
148
18

研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
連結子会社 ・・・・・・・
持分法適用会社 ・・・

分譲住宅事業
127,810
7.9%

戸建住宅事業
465,149
28.8%

その他（エクステリア事業など）
58,704
3.7%

賃貸住宅事業
303,712
18.8%

リフォーム事業
111,548
6.9%

不動産フィー事業
393,978
24.4%

マンション事業
52,538
3.3%

都市再開発事業
45,528
2.8%

国際事業
54,844
3.4%

2012年度
売上高

1,613,816

（単位:百万円）
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【関係会社】
◎積和不動産株式会社ほか14社
　（不動産売買・仲介・賃貸借・管理等）  など

【関係会社】
◎積和建設東東京株式会社ほか19社
　（住宅の施工・リフォーム・エクステリア事業）
◎積和不動産株式会社ほか14社
　（不動産売買・仲介・賃貸借・管理等）  など

【関係会社】
◎Sekisui House Australia Holdings Pty Limited
　ほか105社　など

【関係会社】
◎積和建設東東京株式会社ほか19社
　（住宅の施工・リフォーム・エクステリア事業）  など
　

◎ … 連結子会社　○ … その他関連会社

【関係会社】
○積和管理株式会社ほか3社
　（不動産管理等）  など

アメリカ
「シンコ・ランチ」

エクステリア施工例

分譲マンション「グランドメゾン白金」

スマートタウン「スマートコモンシティ明石台」

重量鉄骨賃貸マンション「ベレオ」

大規模複合開発「御殿山プロジェクト」

不動産の転貸借・管理・運営および仲介等 住宅・宅地の分譲、分譲宅地上に
建築する住宅の請負および設計・施工

マンションの分譲

オフィスビル・商業施設等の開発、
保有不動産の管理・運営

海外における戸建住宅の請負、
分譲住宅および宅地の販売、
マンションおよび商業施設等の開発・分譲

エクステリア事業等

不動産フィー事業 分譲住宅事業 マンション事業

都市再開発事業 国際事業 その他

■売上高（連結）

2008

1,514,172

2009

1,353,186

2010

6
1,488,369

2011

9
1,530,577

2012

7

1,613,816
（百万円）

（年度）

■営業利益（連結）

2008

73,960 

2009

-38,754

2010

56,354

2011

70,897

2012

86,196
（百万円）

（年度）

■経常利益（連結）

2008

77,072

2009

-38,758

2010

56,271

2011

70,075

2012

91,767
（百万円）

（年度）

■当期純利益（連結）

2008

11,516

2009

-29,277

2010

30,421

2011

28,962

2012

46,458
（百万円）

（年度）

一括借上システムについて
積水ハウスグループの積和不動産が建物を借り上
げ、空室の有無にかかわらず毎月一定の賃料を支払
います。入居者への直接の貸主としての業務を積
和不動産が行い、オーナーの手間を軽減しながら安
定経営を実現するシステムです。実績は30年を超
え、多くの方に利用いただいています。長期にわた
る変わらない安心で、信頼にお応えしています。

オーストラリア
「ウエントワース・ポイント」
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お客様との出会いからアフターサポートまで、
生活者視点の住まいづくりを実践

積水ハウスの住まいづくり

積水ハウスでは、完成まで全責任を持つ「責任施工」体制を取っていま
す。積和建設（１００％出資のグループ会社）や協力工事店を中心とし
た施工組織を確立。現場力の強化は、品質向上だけでなく廃棄物分
別・安全対策・近隣配慮の徹底などにつながり、建築現場には積水ハウ
スの住まいづくりの姿勢が集約されています。オーナー様了承のもと、
建築現場や完成現場をお客様との出会いの場として公開しています。

オーナー様の協力のも
と、1989年から24年
にわたり日本全国積水
ハウスデー「住まいの参
観日」を開催。2012年
は1293 会場に6 万
3768組が来場

全国に計４２3の展示場を設置
（2013年1月31日現在）

2階に設けた「スローリビング」は
空とつながる心地よい空間

全国６カ所に設けた「住まいの
夢工場」は、より良い住まいづく
りのための体験型学習施設。構
造の強度や環境性能、設備の使
い勝手などを体験・体感し、楽
しみながら学べる住まいのテー
マパークです。同様の体験型施
設「住まいの家
学館」も東京ほ
か各地に展開
しています。

2012年度「住まいの夢工場」
来場者は9万5421人

2012年度「住まいの
家学館」来場者は8万
7691人

住まいづくりに携わる全員が「お客様視点」で対応

オーナー様の協力のもと、
建築現場を公開

建築現場

モデルハウスは、地域特性や立地環境を踏まえた住まいの
あり方や、今後求められるライフスタイルなどを提案する場
です。多彩なモデルハウスを全国で展開。敷地や要望に
対する解決手法を具体的に提示しているので、住まいづく
りのヒントを見つけていただくことができます。オーナー様
や地域の方 と々の交流の場としても活用しています。

暮らしのイメージと課題の解決手法を
提示。地域の交流拠点としても活用

展示場
展示場だけでは確認できない構造や
性能を「住まいの夢工場」で体験・納得

体験型
学習施設

「免震住宅」の実力を実物で確認

地域密着の観点から、住まいづくりの現場が、できるだけ
社会に開かれたものになるようにと考え、住まいや暮らしに
関する情報発信や現場見学の機会づくりに努めています。
主な拠点となるのは、全国各地の建築現場や展示場、「住
まいの夢工場」などの体験型学習施設。いずれも貴重な出
会いの場と位置付けています。「邸別自由設計」で建築し
た住まいの品質を確認し、積水ハウスの提案力や技術力を
知り、納得した上で住まいづくりを始めていただきます。

お客様との出会いの場を
全国各地に

1 住まいづくりの前に
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住まいは本来、気候風土・地域特性・敷地条件・家族構成・ライフスタイル・ライフステージなど、それぞれ異なる状況のもとに一邸一邸
創造されるべきものです。積水ハウスでは創業以来、それぞれに異なる事情と、お客様一人ひとりの思いを受け止め、独自の構法や生産シ
ステム、ハード・ソフト両面にわたって細やかに配慮した提案によって、最大の満足を提供する「邸別自由設計」の住まいづくりに一貫して
こだわり続けてきました。限られたプランから選ぶのではなく、出会いから設計・生産・施工・アフターサポートまで、各プロセスを充実さ
せたお客様視点の住まいづくりを、じっくりと時間をかけたフェースツーフェースの「コンサルティング・ハウジング」により実践しています。

「コンサルティング・ハウジング」による「邸別自由設計」が基本

窓口となる営業担当者は、家族それぞれの趣味や好み、ラ
イフスタイルやライフステージなどについて丁寧にヒアリン
グしながら打ち合わせを進めます。敷地調査では周辺環境
も含めて綿密に確認。これらは将来の暮らしまで考慮した
提案を行う上で大切にしているプロセスです。プランニン
グの過程では、お客様の諸条
件に合わせて最適な環境技術
を提案するための環境シミュ
レーションツールや、構造の安
全性を確保するための構造計
画システムなど、独自に開発し
たシステムを駆使しています。

さまざまな要望に応える
「邸別自由設計」

邸別設計

自社工場で高品質・高精度のオリジナル部材を製造。「邸
別生産」を基本とする積水ハウスでは、工場ラインの自動
化やハイテクノロジー機器の導入などにより、多品種生産
を合理的に行っています。また、専任担当者による厳密な
品質管理体制を
整備しています。

多品種の「邸別生産」と生産効率の
両立で高品質な部材を供給

生産

「総合住宅研究所」（京都府木津川市）で
は、住まいに関するハード・ソフト両分野
の研究開発を行っています。建築物の振
動実験や建材の耐久実験などにより耐震
性や居住性を検証。自社内での性能検証
は迅速な課題発見・解決につながり、これ
までに多くの成果を上げ
てきました。人間生活工
学に基づくユニバーサル
デザイン、新しい環境技
術や暮らし方などの研究
にも取り組んでいます。

独自の構法や新技術、新しい暮らし方
などを「総合住宅研究所」で研究開発

研究開発

「責任施工」体制のもと、手順やルール
を厳密に指定した「施工技術マニュア
ル」を整備し、高い施工精度を確保。
施工改善を重ね、独自の工法や建設機
械なども生み出してきました。若い職
方を養成する訓練校（茨城県知事認定
職業能力開発校）の運営、職方の知識・
技能向上を促す各種研修や検定制度に
より、工事能力の強化を図っています。

専任体制と優れた
技術が生み出す、
高い施工品質

施工

お客様のライフスタイルや
こだわりを丁寧にヒアリング

訓練校修了者は累計
2208人。厚生労働省
認定「セキスイハウス主
任技能者検定」合格者
は累計1万4301人

実大振動実験でオリジ
ナル制震システム「シー
カス」の性能を検証

ロボット溶接で安定した品質を確保 品質管理を徹底

ハード・ソフト両面にわたる地道な研究を重ね、各プ
ロセスにおける品質向上に努めています。工業化住
宅のメリットを生かして構造安全性を確保しながら
も、設計の自由度を高めて十人十色の要望に応えるた
め、独自の構法や生産・施工のシステムを開発し、進
化させています。

「人」と「技術」が支える
オンリーワンの住まいづくり

2 住まいができるまで

残響室での床衝撃
音・遮音性能実験

豊かな眠りを導く
「睡眠空間」研究
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積水ハウスの住まいづくり

積水ハウスでは、構造躯体と雨水の浸入を防止する部分につ
いて長期20年保証（雨水の浸入を防止する部分については
10年プラス10年延長）を適用し
ています（10年目の無料点検・
有償補修を行うことが条件）。ま
た、20年目以降も、10年ごとの有
料点検・有償補修を行うことで、
10年の再保証を継続する「ユー
トラスシステム」を設けています。

「カスタマーズセンター」が住まいのメンテナンスを末永くお手伝い

長く住み継いでいただくため、
法定基準以上の保証期間を設定

長期保証

リフォームの要望には、一貫した住まいづくりの思想を受け継
ぐ積水ハウスリフォーム株式会社が対応します。内外装のリ
フレッシュ、家族構成やライフステージの変化に合わせた間取
りの変更、断熱性などの性能向上のためのリフォームを提案。
詳細な住宅履歴情報をもとに、純正リフォームを行います。

ニーズに合わせた純正リフォームで
「いつもいまが快適」を実現

リフォーム

アフターサポートの窓口として、全国に100拠点（30事
業所）の「カスタマーズセンター」を設置。全従業員の約
１割もの人員を専任スタッフに充て、基本の定期点検の
ほか、住まいのアドバイ
ザーとして、さまざまな相
談に応じています。地震
などの自然災害発生時に
は、緊急体制を組み、グ
ループを挙げてオーナー
様の支援および復旧・復
興活動にあたっています。

全従業員の約１割を占める「カスタマーズセ
ンター」専任担当者が迅速・確実にサポート

定期点検・
メンテナンス

家族の成長に合
わせたリフォーム
プランを提案 太陽光発電リフォームを推進

独自の「２０年保証制度」や「ユートラスシステム」など、
長期にわたり住み継いでいただくための保証制度を充実
させています。アフターサポートは「カスタマーズセン
ター」の専任担当者が対応。リフォームや建て替え・住み
替えに対応する体制も整え、住宅を供給する企業の社会
的責任として、いつまでも安全・安心・健康・快適な暮ら
しを提供できるよう、グループを挙げて取り組んでいます。

お引き渡し後も末永い
お付き合いを継続

3 いつまでも安心・快適に

売却（仲介）・賃貸
再生住宅「エバーループ」

「住み替え」サポート

メンテナンス
「ユートラスシステム」

リフォーム

「継続居住」サポート

積水ハウスの
リサイクル支援制度

「建て替え」サポート

お引き渡し時、保証書と一緒
にメンテナンスに役立つ「住
まいのしおり」をお渡し

定休日は「カスタマーズセンター休日受付
センター」がオーナー様からの電話に対応

※1：積水ハウスでは、構造躯体と雨水の浸入を防止する部分について、長期20年保証（雨水の浸入を防止する部分に
　　ついては10年プラス10年延長）を適用しています。ただし10年目の無料点検・有償補修を行うことが前提です。
※2：ユートラスシステムは有料点検・有償補修を行うことで、その後10年間を保証します。

20年以降の点検は有料です。
建物が存在する限り、繰り返し延長保証が可能です。
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将来的に住み替えなどで住まいを手放すことになった場
合、積水ハウスグループの「積和不動産」が全面的にバック
アップ。売却や賃貸化のお手伝いはもちろん、仮住まいや
住み替え先の提案まで、トータルにサポートします。全国
にネットワークを広げる積和不動産だからこそ、さまざまな
ケースにスムーズに対応。安心してお任せいただけます。

全国ネットワークの積和不動産が
万全の体制でバックアップ

住み替え
サポート

積水ハウスが建築した住宅を適正価格で買い取り、最新
仕様に再生。次のご家族に責任を持って引き渡します。
住まいの長寿命化とともに、日本の住まいを社会資産と
して消費型から循環型に変えていく取り組みです。

愛着ある住まいを社会資産として生かす。
積水ハウスの再生住宅「エバーループ」

再生住宅

未来の「安全・安心・健康・快適」な暮らしを長期的視野で研究・検証

before

after

■積水ハウスの
　トータルサポート

売却（仲介）・賃貸売却（仲介）・賃貸
再生住宅「エバーループ」再生住宅「エバーループ」

「住み替え」サポート「住み替え」サポート

メンテナンスメンテナンス
「ユートラスシステム」「ユートラスシステム」

リフォームリフォーム

メンテナンス
「ユートラスシステム」

リフォーム

「継続居住」サポート「継続居住」サポート「継続居住」サポート

お客様
積水ハウスの積水ハウスの

リサイクル支援制度リサイクル支援制度

積和建設
グループ積和不動産

グループ
積水ハウス
リフォーム

積水ハウス

「建て替え」サポート「建て替え」サポート
売却（仲介）・賃貸

再生住宅「エバーループ」

「住み替え」サポート
積水ハウスの

リサイクル支援制度

「建て替え」サポート

「生きるコトを、住むコトに。」をテーマに、人生を豊かにす
るために「住む」時間をより大切に感じていただきながら、
新たな暮らし方を共創していく業界初の情報発信・研究
開発拠点です。２０１３年４月２６日、「グランフロント大
阪」の中核施設「ナレッジキャピタル」内にオープン。双方
向の情報交流で自分にふさわしい暮らしが発見できます。
※詳しくは、31ページをご覧ください。

こうした研究の成果が、次のお客様の新たな一邸へとつながっていきます。

■「サステナブル デザイン ラボラトリー」

低炭素社会の実現に寄与する通信規格の策定と検証を目的に、
総務省委託事業として行われた実証実験「スマート・ネット
ワークプロジェクト」。このプロジェクトに住宅メーカーとして唯
一参画し、横浜みなとみらい２１地区にスマートハウスの提案と
して「観環居」を積水ハウスの木
造住宅「シャーウッド」で建設し
ました。「グリーンファースト」の
思想とネットワークテクノロジー
が融合した、より快適で、人にも
地球環境にも優しい、新しい暮ら
しのかたちを提案しています。

■「観環居」
総合住宅研究所（京都府木津川市）内の「納得工房」は、
住まいづくりにおいて大切なことを五感で確認・比較し、理
解を深めることができる施設です。来館者の体験を貴重な
データとして蓄積。アンケートの結果を新たな研究開発
や、これからの住まいと暮らしのあり方の提案に役立てると
ともに、広く社会に発信しています。

来館者の体験を貴重なデータとして蓄積

アンケート結果を「デー
タぱる」にまとめ、生活
者情報として発信

■体験型学習施設「納得工房」

■「SUMUFUMULAB（住ムフムラボ）」

ＥＶ（電気自動車）との連携も提案

「サステナブル デザイン ラボラト
リー」（東京都国立市）では、「エ
ネルギーを効率良く利用する」
「地球環境に優しい材料を使う」
「自然と調和した暮らしを楽し
む」をテーマに、日本の伝統的な
暮らしの知恵に学び、次の時代
の住まいづくりを模索する研究
を進めています。実験による数
値データの検証だけでなく、心地
よさの評価など生活者目線で研
究を行っていることが特徴です。

縁側空間や通気天窓など、自
然を取り込み、快適に暮らす工
夫を随所に盛り込んでいます
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住宅メーカーの社会的責任として、
グループの総力を挙げた復興活動を継続中です

　当社は、地震発生直後から対策本部を立ち上げ、全国の事
業所、グループ各社および積水ハウス会の総力を結集した応援
体制を構築。お客様の安否ならびに被災状況の確認、支援物
資の供給、復旧工事や仮設住宅の建設に取り組んできました。
　震災から２年、住まいの新築・建て替えにより自力再建を進
める方々がおられる一方で、依然として必要な住宅の絶対数
が不足する状況が続き、仮設住宅から恒久的住宅への移転の
めどが立てられない方々も多数おられます。また、事業を本格
的に再開した企業にとっては、事務所や宿舎の確保が急務と
なっています。さらに、全国から被災地支援に集まってくる
方々の住まいとして、賃貸住宅の需要も高まっています。こう
した事案が複雑に絡み合う被災地のニーズに、いかにきめ細
かく対応し、迅速に安定した施工力を確保できるかが、復興の
スピードを左右します。
　当社は、初動段階から全国の積和建設および積水ハウス会
を中心とした施工支援体制を確立。これまでに延べ約２３万
人に上る支援体制で復旧・復興工事を行ってきました。現在
も１日当たり３００人規模の応援を継続しています。

お客様の一日も早い生活再建を願い、
延べ約２３万人による施工支援を実施

東日本大震災からの復興の取り組みについてのご報告

　東日本大震災から２年余りが経過しました。積水ハウスグループは、地震発生直後から被災地のお客様のサポートを
迅速に実施。復旧・復興工事ならびに仮設住宅や災害公営住宅などの建設に取り組んできました。津波対策としての
防災集団移転や土地区画整理が進められているものの、今もなお多くの方が仮設住宅などで不自由な生活を余儀なくさ
れています。被災地の方々の生活の基盤となる住まいを一日も早く建築し、お引き渡しすることが、住宅メーカーの社会
的責任であり、使命であると考えています。これからもお客様と地域社会の要請にお応えしながら、グループの総力を
挙げて、施工力の強化をはじめ復興に向けた取り組みを継続してまいります。

2011.3.11（地震発生） 3.12
○活動可能なエリアか
らお客様訪問開始
○建物被災状況の調査、
修復に着手

4.27
○宮城県石巻市の仮設住宅竣工
9.14
○仮設住宅（岩手・宮城・福島
の３県で2771戸）建設完了

4.1
○復興支援住宅「がんば
ろう東北」受注開始
4.5
○仮設住宅着工

3.15
○本社にお客様対応窓口
　「災害受付センター」設置
○被災地域の全カスタマーズセンター
でフリーダイヤル受付開始
○被災地の従業員および家族の安否確認完了

3.18
○関東工場出荷再開

3.19
○東北工場出荷再開

3.13
○義援金募集開始

組織体制

○本社に対策本部を設置

○被災地の各営業本部に
　現地対策本部を設置

○従業員、家族、お客様の
　安否・被災状況確認開始

○地震発生から3時間後に
　静岡工場から支援物資を発送

地震発生 初動対応 救援活動開始・事業継続体制の堅持 本格的な復興工事開始復旧・復興工事体制整備

住宅再建に必要な施工力を、全国から被災地へ。
初動から工事力の安定を図り、増強してきました
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　被災者の方々に一日も早く、安全・安心な住まいで暮らしてい
ただけるよう、オリジナル制震システム「シーカス」を標準装備し
た復興支援住宅「がんばろう東北」を発売。いまだ余震が続く
被災地の方々の不安の軽減に努めながら、早期着工・工期短縮
を目指して工事を進めています。また、太陽電池・燃料電池・蓄
電池の3電池連動自動制御で非常時も自立生活が可能になる
「グリーンファースト ハイブリッド」の普及促進に加え、2012年
4月には全国に先駆けて当社のスマートタウン構想を具現化した
「スマートコモンシティ明石台」をまちびらき。さらに、災害に強
い都市基盤づくりの一環としてスタートする「田子西エコモデル
タウンプロジェクト」の「スマートヴィレッジプロジェクト」にも参
画（いずれも宮城県）。被災地の復興に注力していきます。

　被災地では、仮設住宅から賃貸住宅へ移り住む方が増えてき
ています。また、被災した企業や工場の事業再開や、被災地支
援のために全国から集まってくる方々の生活拠点としても、賃貸
住宅の需要が高まっています。当社は、より多くの住戸数を確
保できる賃貸住宅を重要な復興事業の一つと位置付け、良質な
賃貸住宅の建設を推進しています。

●家が全壊し「どうにか年内に新居を」と思っていた時に積水ハ
ウスに出会い、相談や要望に快く応えていただきました。津
波の被災跡に積水ハウスの家が多く残っているのを見て、地
震や津波に強い家だと思いました。営業や建築担当、工事関
係者の熱意が印象的で、これをご縁に長いお付き合いをして
いきたいです。（宮城県 Ｅ様）
●自分たちの要望を十分に生かしていただいたこと、安心できる
設備が充実していること、担当者の方が信頼できることから、
周囲にも薦めたいと思います。（福島県 Ｍ様）
●早期着工・早期引き渡しをしていただいたので、震災後にば
らばらだった家族が早期に一緒に暮らせるようになりました。
（宮城県 Ａ様）

災害に強い
住まいづくり・まちづくりを推進

　積水ハウスグループは、住宅メーカーとしての初動体
制を重要視し、独自のＢＣＰ（事業継続計画）を構築して
います。被災地では、時間の経過とともに、より安全・安
心な住まいへの建て替えや、新たな土地での新築需要が
増加。それに伴い、建材や工事要員の不足による住宅供
給の遅れが大きな課題となっています。
　当社は、非常時だからこそ、必要とされる住まいを速や
かに着工し、いち早くお引き渡しすることが住宅メーカー
としての社会的責任であり、使命であると考えています。
東日本大震災においても、過去のさまざまな災害時の経
験を生かして、早期に生産および施工の体制を整備。関
東工場・東北工場における被災約１週間後の出荷開始と
ともに、初動時から全国の事業所とグループ各社および積
水ハウス会が連携し、被災地各所に応援人員を派遣。複
数のチーム編成で早期着工、適正な工期でのお引き渡し
体制を構築し、復旧工事が終了した地域から、お客様のご
要望に応じて復興住宅の建設工事を進めてきました。
　今後も引き続き、被災地の方々の生活再建、住宅不足
の解消を第一に取り組んでいきます。

住まいを早期着工、適正な工期で
お引き渡しする体制を構築

【お客様の声】

一日も早い生活再建に向け、
増加する建設需要にいち早く応えています　　

復興工事

戸建
住宅

企業活動再開、復興支援の
拠点としての需要に対応

賃貸
住宅

これまでに延べ23万人が工事支援で現地に
入り、現在も1日300人体制で臨んでいます

※地盤移動および津波によるものは除く

■当社住宅被災状況
被災地における既築棟数

補修工事を要する棟数

全半壊棟数

震度５強以上のエリアに１７７,４8８棟

上記のうち約２%

揺れそのものによる全半壊棟数 ０棟

※現在も1日300人体制で工事に臨んでいます。2011年8月末時点

■積水ハウスグループの復旧・復興工事支援
延べ施工派遣人員 228,179人

飲料水

食料

衣類・毛布

■主な支援物資の一部（10tトラック８９台分）
おむつ

土のう袋

ブルーシート

45,700枚

17,000枚

12,800枚

348,000ℓ

411,000食

9,600枚

岩手県

■積水ハウスグループの県別仮設住宅建設戸数

６５８戸

宮城県

１，８７９戸

福島県

２３４戸

計

２，７７１戸

（2012年12月末時点）
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　当社は、住宅メーカーとして最初の仮設住宅建設工事に
着手。延べ6万人の施工体制で、期日までに任されたすべ
ての仮設住宅2771戸を手直しゼロで引き渡しました
（2011年）。2012年は復興支援住宅の建設、さらに災害
公営住宅の建設を本格的に進めました。災害公営住宅は、
自力での住宅再建が難しい方のための公的な賃貸住宅で、
設計ガイドラインや地区別の整備計画が定められています。
　2012年６月、当社は東北工場の敷地内に災害公営住宅
モデル棟を建設しました。軽量鉄骨造の平屋モデルとテラ
スハウスモデル、在来軸組工法による木造住宅モデルの３
タイプをラインアップ。施工期間が短く、入居される方々に
早く快適な暮らしを提供できることから、当初は公募条件に
含まれていなかった軽量鉄骨造の住宅も提案しています。
国や県、市町村、ＵＲ都市機構など、多数の関係者に見学い
ただきました。仮設住宅と同様に居住性にこだわり、高品
質の工場生産部材を使用しています。

東北工場内に
3タイプのモデル棟を建設

　当社は、被災３県（岩手県・宮城県・福島県）で、各自治
体が計画する災害公営住宅の建設に着手。建設・工事管
理要員の応援体制を整備し、工事を進めています。建設に
あたっては、地域の建築部材を使うことによって、東北地方
の産業を活性化させることを目的に「地産地消」を推進。
地元の部材メーカーと協力し、出荷体制を整えました。
　復興までには、まだまだ多くの時間が必要です。被災さ
れた方々が一日も早く安心して生活を送れるよう、今後も
被災地のさまざまなニーズに応えながら、グループ一丸と
なって住まいづくり・まちづくりをはじめとした復興事業に
取り組んでいきます。

建築部材の「地産地消」で
被災地の産業を活性化

◯復興支援住宅「がんばろう東北」を発売

実施してきた取り組みの一部

一日も早く住まいを再
建したいというニーズ
に応え、パッケージ商品
を企画、発売しました。

○夏季節電の取り組みで目標を達成
２０１２年度は、オフィス・展示場などの事務所部
門で２０１０年比消費電力量１５％削減の目標に対
して、２６％削減。生産部門（全５工場）では、２０
１０年比１０％以上の電力ピークカットという目標
に対して、１０.４％～２４％削減。いずれも目標を
超える削減を達成しました。

◯「田子西エコモデルタウンプロジェクト」に参画
「エネルギー消費の抑制」「安心・安全で快適に暮
らせる仕組み」「自然との調和」「災害に強い都市基
盤」をコンセプトに、仙台市田子西土地区画整理組
合、宮城県、仙台市、東北大学および関係企業が協
力して進めているプロジェクトに参画。スマート
ヴィレッジ街区にスマートハウスを建築します。

■地産地消部材の活用例

■進行中のプロジェクト

災害公営住宅には、被災３県の建築部材（断熱複層ガラス、グラスウール、
収納、照明、木材など）を使用しています

2012年6月から約3カ月間に延べ28団体169人の国や地方自治体などの
関係者が見学に訪れました

災害公営住宅工事
自力での住宅再建が困難な方のための
住宅建設を進めています

■東北工場内に建設した災害公営住宅モデル棟
福島県相馬市災害公営住宅

岩手県大槌町災害公営住宅

宮城県東松島市災害公営住宅

●東松島市UR事務所
●石巻市UR宿舎

●田子西エコモデルタウンプロジェクト
●石巻市UR復興宿舎　　など

そのほか復興宿舎や事務所などの建設にも取り組んでいます。

◯被害が激しい地域に「お客様相談窓口」を開設
津波被害の大きかった釜石市をはじめ各地にお
客様が相談しやすい専用窓口を設けました。ま
た、賃貸住宅の専用拠点として「シャーメゾンス
テーション石巻復興オフィス」を開設しました。
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新入社員全員が、被災地で活動。
高齢者単身世帯訪問などを実施

　2012年４月から３カ月にわたり、新入社員全員が被災
地復興支援活動を交代で行いました（計347人・各５日
間）。内容は、生活再建の局面を迎えた被災地の暮らし
の支援です。被災地での体験を通じて、企業理念の根本
哲学「人間愛」や「行動規範」に基づく相手本位の考え
方・行動を身につけ、住宅事業の意義について理解を深
めることが目的です。
　現地では、ＮＰＯ団体と連携し、仮設住宅で暮らす方々

が日々の生活で困っておられることを伺い、物置づくりや
ごみ捨て場の整理、子どもの遊び場づくり、高齢者単身
世帯の訪問、コミュニ
ティカフェの運営支
援などを行いました。
２０１３年度の新入社
員についても、４月か
ら実施しています。

行政、ＮＰＯ 、企業、市民との連携を継続・強化し、さらに支援の輪を広げています

復興支援活動
企業理念の根本哲学「人間愛」を実践。
さまざまな復興支援活動を継続しています

2012年3月10日・11日、本社のある梅田スカイビルで開催され
た「3.11 from KANSAI ～まだまだ、これから～」に参画。東
北の今を伝える活動報告、展示、物販、ステージイベントなどで、
被災地の方々がさらに一歩を踏み出す応援をしました。2013
年は3月10日に開催しました。

●震災復興応援イベント「3.11 from KANSAI」に参画

被災地の高校生を世界の演奏家と共演させ、復興のメッセージ
を発信する、東日本復興支援プロジェクト「ハンド・イン・ハン
ド」の趣旨に賛同し、支援しています。2013年３月２２日、
ニューヨークのリンカーン・センターで開かれた第２回コンサー
トではヴェルディ作曲の「レクイエム」が歌われ、大きな感動を
呼びました。

●音楽で世界に復興支援と感謝のメッセージを伝える
　「ハンド・イン・ハンド」を応援

地元の社員が自生種・在来種の種を拾い育て「希望の苗」として
提供。仮設住宅の自治会、地域の福祉施設やＮＰＯと連携し、
仮設住宅にゴーヤのグリーンカーテンを設置しました。育成セミ
ナーや収穫祭の開催を通じて、豊かなコミュニティづくりにも貢
献しています。

●「まちみどりプロジェクト」で緑の再生と
　コミュニティの活性化を推進

被災地に対する経済支援の一環として、東北３県（岩手県・宮城
県・福島県）への社内旅行を推奨。旅費の一部を補助する制度
を実施しています。

●東北３県への社内旅行を推奨

東日本大震災で親を亡くした子どもたちを経済的に支援する
「桃・柿育英会」の趣旨に賛同した当社は、従業員との共同寄付
制度「積水ハウスマッチングプログラム」の仕組みを活用し、「も
も・かき育英会基金」を設置。2011年以降の10年間で1億円
の寄付を予定しています。

●「桃・柿育英会」の趣旨に賛同、震災遺児に1億円の経済支援

被災した東北地域の障がい者福祉施設で製作されている商品を主要
都市で販売するプロジェクトを2012年も継続して支援しました。

●被災地の障がい者福祉施設を支援、
　「ミンナＤＥカオウヤ」に協力

被災地域の企業が抱える課題に対し、大手企業等の有する経営
資源（ヒト・モノ・情報・ノウハウなど）を活用して解決を目指す
「結の場」の取り組みに参加。水産加工業の復興プランを継続し
て支援しています。

●被災地域企業の課題解決を目指す
　復興庁の地域復興マッチング「結（ゆい）の場」に参加

被災地の障がい者と全国の企業を仕事でつなぎ、パートナーの
関係を構築する復興支援活動に協力。当社は、ノベルティー制
作や業務の一部などを委託しました。

●業務発注で障がい者の自立に取り組む
　「ミンナDEツクロウヤ」に協力

被災地のニーズをとらえるNPOや自治体が、多くの企業と課題や
目標を共有し「共創造」することで、早期復興に貢献する「共創
造する復興推進プロジェクト研究会」に参画。復興庁とも連携し
ながら、モデル事業の計画に取り組んでいます。

●被災地復興のスピードアップを図る「共創造」の取り組みに参画

大阪府が実施する「新しい公共の場づくりのためのモデル事業
〈震災対応案件〉」に、2012年も引き続き協力しました。
事業名 : プロボノを活用した被災地支援～気づきと創発を生む仕組
　　　　みとコミュニティ作り～

●「新しい公共支援事業」モデル事業への協力を継続

人道的支援・社会貢献

子どもの遊び場をつくるため危険物を撤去

仮設住宅を訪問

　住宅メーカーとして求められること
に誠実に対応しているだけでなく、
NPO等と連携して障がい者や被災企
業の支援に継続的に取り組んでいるこ
とを高く評価したいと思います。スピー
ドとボリュームが求められる復旧・復興
の中で、丁寧さを忘れずに自社の強み
を活かした活動を意識しておられるこ
とは賞賛に値します。これから長く続く
復興の過程でも企業理念の根本哲学
「人間愛」を大切にした活動を継続して
くださることを願っています。

自社の「強み」を活かした復興支援

一般財団法人ダイバーシティ
研究所 代表理事 兼
復興庁上席政策調査官

田村 太郎 氏

VO I C E

人の多様性に配慮し
た組織や地域づくりを
目指した取り組みを企
業や自治体とともに推
進。復興庁でも非常
勤職員として、民間連
携を担当している。
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　安倍政権が誕生し、「アベノミクス」によってデフレ脱
却、経済復活の兆しが見えてきました。住宅産業は裾野
が広く、過去来、内需刺激型産業の代表と言われてきま
した。一方で東日本大震災以降、エネルギー問題への
関心が高まり、スマートハウス、スマートシティが急速に
注目を集めるようになりました。つまり、新しい経済波
及効果が住宅に期待される時代になったのです。

　住宅は、エネルギー問題にとどまらず、家族の生命、財
産、心を守るシェルターとして、健康な暮らしのベースとし
て、そして長く住み継ぐ社会資本として、これまでと違う注
目を集める場となりました。また、少子高齢社会や家庭
教育の新たなあり方を実践できる場として、コミュニティ
の再生や地域防犯など、安全・安心の確保とともに文化
の醸成まで担う場として、現代社会が抱える多くの課題を
解決に導ける、新しい社会インフラとしても期待されてい
ます。今や住宅産業は社会の中心、時代の最先端であり、
ローテク産業からハイテク産業に転換しつつあります。

社会課題を解決に導く「住宅」を社会資本ととらえ
持続可能な未来を創造します

TOP COMMITMENT

住まいの作り手として、
社会的責任を果たす

代表取締役会長 兼 ＣEＯ　

和田 勇

社会課題を解決に導く「住宅」

コミュニティの再生

地球温暖化防止

教育問題

安全・安心

高齢社会

省エネルギー

環境共生・生態系保全

廃棄物削減

少子化
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　私たちは、そのような社会の急激な変化を受け止め、
住宅の作り手として誠実に、課せられたテーマについて
社会的責任を果たしていくことが何よりも重要と考えま
す。創業から現在まで、国内213万戸以上の住宅を供
給してきた当社は、国際事業においても環境課題に配慮
した住まいづくり、まちづくりを展開中です。快適で安
全・安心な生活を営める未来社会を目指し、世界的視野
に立ち、社会的責任を果たしていきます。

　当社のＣＳＲ活動加速の契機となったのは1999年の
「環境未来計画」でした。それまでも高断熱・省エネル
ギー住宅の開発・販売等を行っていましたが、当時はま
だそれほど注目されていなかった「環境」というテーマ
に会社として真正面から取り組むことを宣言しました。
以後、2003年の次世代省エネルギー仕様の標準化、
2005年の「サステナブル宣言」、2008年の「CO2オフ
住宅」発売、北海道洞爺湖サミットでの「ゼロエミッショ
ンハウス」建設、「エコ・ファースト企業」認定、それらを
踏まえて、経営戦略の軸となった2009年の「グリーン
ファースト」発売、2011年の世界初３電池連動スマー
トハウス「グリーンファースト ハイブリッド」の発売など
着 と々歩みを進めてきました。
　環境についての取り組みは常に業界のトップランナー
として、時代をリードしてきたと自負しています。背景に
は、社会にとって良いこと、必要とされることを継続して
愚直に、徹底的に取り組んできたことが挙げられます。
その取り組みには私自身、先頭に立って旗を振ってきま
した。最近CSV（Creating Shared Value）という言葉
をよく耳にします。私たちが実践してきた、環境配慮型
住宅の普及は、お客様の快適さ、満足向上に大いにつな
がります。イニシャルコストはかかるかもしれませんが、
ライフサイクルでは大きなメリットがあり、何よりも健康
で元気な暮らしを支える場となる。その結果が業績向上
にも結び付くことが、当社の社員にとっても誇りにつな
がっています。

　東日本大震災以後、日本のエネルギー政策は大きな転
換を迫られています。再生可能エネルギーの拡大は重要
な課題ですが、当面は火力発電に頼らざるを得ない状況
が続くでしょう。こうした現状を踏まえ、国は温室効果

ガスの25%削減（1990年比）目標をゼロベースで見直
す方針を固めました。しかし、こうした状況下にあっても、
地球温暖化の原因の一つとされるCO2排出量の削減、化
石燃料から再生可能エネルギーへの移行など、循環型社
会への転換、低炭素社会の実現にブレーキをかけるわけ
にはいきません。
　この20年来、国内の省エネルギー技術が進歩した一方
で、家庭部門のCO2排出量は約35％増えています。また、
わが国の消費電力量の約3割は家庭部門が占めており、
その削減は喫緊の課題です。当社が提供する新築住宅は
年間４～５万戸で推移していますが、わが国には4000万
戸以上の住宅ストックがあり、その大半は断熱性能が不
十分です。つまり、家庭部門はまだまだ消費エネルギー
を削減する余地が十分にあるということです。新築のみ
ならず、省エネルギー化と太陽光発電を中心としたリ
フォーム事業にも引き続き注力します。それがリーディン
グカンパニーとしての私たちの社会的使命です。

　急速に進む少子化とともに平均寿命も伸び、2050年
には2.5人に1人が65歳以上という超高齢社会に到達す
ると言われています。子どもを産み、育てるだけでなく、
人生の後半においても安心して暮らせる環境づくり、コ
ミュニティづくりで、スマートタウンは機能を発揮します。
当社は独自のHEMS（ホームエネルギーマネジメントシ
ステム）機器の設置を戸建住宅「グリーンファースト」の
標準仕様としました。さらに日本アイ・ビー・エム株式会
社とともに、「家」と「社会」をつなぐ次世代プラットフォー
ムの構築に着手しています。
　家庭内の情報・設備機器をHEMSと連携させ、情報の
一元管理、データの「見える化」で同一のサービス提供を
行います。エネルギー以外でも住宅が情報ネットワーク
を通じて外部とつながることで、必要な情報入手、住宅間の
情報受発信が可能になります。地域医療・介護分野での
連携強化も期待でき、いつまでも健康に、安心して快適
に暮らすためのシステムとして役立ちます。今後、生活の
質を向上させるサービスをさらに付加していく予定です。

　2050年、世界の人口は、現在の70億人から90億人
に増加すると言われています。経済成長の余力があり、
住宅需要が増す海外市場にビジネスチャンスが広がって

社会にとって良いと考えた取り組みを
愚直に継続する

低炭素社会の実現に向け、
再生エネルギーの自給自足を

医療や少子高齢社会に役立つ
次世代プラットフォームを構築

「SLOW & SMART」の技術を
世界に普及させる
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います。現在、当社の先進の創エネルギー・省エネル
ギー技術、資源循環などの環境技術を軸に、オーストラ
リア、シンガポール、中国、アメリカで、国の政府機関や現
地デベロッパー、ホームビルダーと提携し、戸建住宅、集
合住宅、複合商業施設などのさまざまなプロジェクトを
展開中で、既に販売を始めています。本格展開から2年
目となる2012年度に黒字化を達成することができまし
た。2014年度には、国際事業の売上高を全体の約1割
となる2000億円に高めることが目標です。
　海外では、高度にシステム化された工業化住宅はまだ
産業として確立していません。そこで、現地従業員の育
成にも力を入れています。中国では工場内に研修校を設
けたり、日本の現場に受け入れ、施工技術を学んでもらっ
たりしています。国際事業は成長投資と考え、当社の
「SLOW & SMART」の技術を生かした独自の環境配慮
設計、まちづくり思想を取り入れた住まいや複合施設の
提案で、「低炭素社会」「持続可能な発展」を実現すべく
取り組んでいます。「良質な住宅は、人に安全・安心・健
康をもたらすもの」という思いを各国の人 と々共有するこ
とで循環型社会への移行を促し、日本の基準を世界標
準として広めていきます。
　創設以来、会長としてお手伝いをしているNPO法人
キッズデザイン協議会では、子どもたちの安全・安心に
貢献するデザイン、子どもたちの創造性と未来を拓くデ
ザイン、そして子どもたちを産み育てやすいデザインを
テーマに、その啓発と普及に取り組んでいます。こうした
取り組みは、当社はもちろん、住宅業界だけでなく、わが
国産業界全体の社会課題をビジネスで変革していくため

にも、とても大事なことだと思っています。2013年には、
取り組みの意義が認められ、「キッズデザイン賞」の最上
位に「内閣総理大臣賞」が創設されることになりました。

　2012年11月から新たな「中期経営計画」がスタート
しました。事業ドメインを「住」に特化して成長戦略を展
開します。冒頭に申し上げた通り、住宅産業の使命、事
業活動が社会に与えるインパクトを常に意識しながら、
誠実に取り組んでまいります。
　私は、社員にこの「サステナビリティレポート」を熟読
し、自分の言葉で語れるよう常々指導しています。私自
身もこのレポートをさまざまな場所で講演させていただ
く際にテキストとして活用しています。社員の「ＣＳＲマ
インド」が社会課題の解決と業績向上を両立させること
を確信しています。
　当社の社員も、既にほぼ半数がデフレと低成長しか経
験したことのない世代になってきています。成長を続け
る、そのための努力とチームマネジメントを貪欲に追求す
るというスピリットを根付かせ、世界に打って出る胆力を
持った人材を育てていきます。私自身も若手リーダーや
若手社員と直接やりとりする機会を大切にしています。

　「サステナブル・ビジョン」に基づいた当社のCSR活動
は、CS（お客様満足）・ES（従業員満足）・SS（株主満
足）を実現することを基軸にしています。CSRマネジメン
トの手引きとしての国際指標ISO26000に当社の実践
活動を照合し、社会的責任を誠実に果たす企業として、
持続可能な未来の創造に貢献してまいります。

「住」に特化した成長戦略を展開　

ISO26000の指標に沿って、
「サステナブル・ビジョン」を実践　　

代表取締役会長 兼 ＣEＯ　和田 勇
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　東日本大震災から2年が経過しましたが、当社は一日も
早く安全で安心な住まいや仕事の場を取り戻したいとい
う要望にお応えすべく、地元だけでなく全国からの支援体
制で工事を継続しています。被災された皆様におかれまし
ては改めてお見舞い申し上げます。グループの総力を結集
し、全力で取り組んでまいります。
　被災地では、急増する住宅の建設需要に対し建設作業
員が慢性的に不足していますが、住宅メーカーの社会的
責任として、施工品質を確保しつつ、適正な施工期間での
お引き渡しを堅持しています。非常時であればなおのこと
と、当社に課せられた使命の重大さをグループ全員で認
識しています。
　BCP（事業継続計画）を導入している当社は、震災発生
から2年間で延べ23万人に上る施工支援を行っており、現
在も、全国のグループ会社20社、約7000の協力工事店か
らなる「積水ハウス会」の応援増員を受け、1日当たり約
300人の建設・管理要員を確保し、復興工事を継続中で
す。「適正な工期」「安定した施工力」の長期的な維持・継続
は、平穏な暮らしの復活を切実に願う被災地の方々への、
私たちにできる最大の支援となります。真の企業力が試さ
れていると自覚し、可能な限り地産地消の建材調達も含め
ながら、今後も必要に応じた支援を行っていきます。

　現在、被災地では被害が甚大で住宅再建が困難な方
のために、約2万4400戸の災害公営住宅が必要とされて
います。少しでも多くの方に快適に暮らしていただけるよ
う、品質や工期でメリットのある当社独自の軽量鉄骨住
宅も提案しています。復興庁、地方自治体とも連携し、地
域の状況に合わせて一日も早い安全・安心な住まいの提
供を進めます。
　私たちは常に「社会から必要とされる企業」であり、「相
手の幸せを願い、その喜びを我が喜びとする」企業理念の
根本哲学「人間愛」を原点にした企業でありたいと考えて
います。平穏な時だけではなく、災害対応、復興支援時に
一刻も早く快適で、安全・安心な生活環境を取り戻し、お
届けする。今こそまさに、企業の真価が問われる時です。
全国規模の組織力で、今後も最大限の支援を継続してい
きます。

　2012年度は「SLOW ＆ SMART」とスピード経営を
テーマに取り組んできました。「SLOW ＆ SMART」は、
「いつまでも変わらない住まいの快適（SLOW）を大切にし
ながら、変わりゆく時代の要請に、先進の技術（SMART）

社会に必要とされる企業として、
先進技術でお客様との絆を紡いでいきます
安定した施工力で復興を支援、
グループの総力で社会的使命を果たす

高品質と短工期を生かした
災害公営住宅の建設

「SLOW ＆ SMART」な暮らしを、
スピード経営で提供

代表取締役社長 兼 COO

阿部 俊則
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で応えていく」という決意です。SLOWは志、目的であり、
SMARTはそれを実現する手段で、積水ハウスグループを
推進していく力となっていくことをブランドビジョンとして
表現しています。そして、このビジョンを具現化した商品が
環境配慮型住宅「グリーンファースト」です。当社の成長戦
略のドライバーとして、期待以上の普及が進みました。
　また、スピード経営については、契約から出荷、お引き渡
しまでの業務サイクルを見直し、合理化を進めるもので
す。早期出荷や工事力の強化は、「一日でも早くお客様の
ために」と相手の立場をおもんぱかり、誠実に対応する真
摯な気持ちの体現です。

　東日本大震災以降、深刻な電力不足もあり、以前にも増
して多くの人々が再生可能エネルギーや住まいの安全性、
日々の健康、安全などに関心を持つようになりました。当社
は「グリーンファースト」シリーズとして、世界初の3電池（太
陽電池、燃料電池、蓄電池）連動制御の「グリーンファー
スト ハイブリッド」を市場に導入。さらに大人以上に影響を
受けやすい子どもの健康面に配慮した五つの化学物質の
室内濃度を、厚生労働省指針値の2分の1以下に低減した
空気環境配慮仕様「エアキス」を標準仕様に加えました。
　また、国土交通大臣認定の制震システム「シーカス」の
搭載を推進し、多くのお客様の支持を得ました。特に被災
地では採用が飛躍的に進みました。2012年度の新築戸
建住宅の「グリーンファースト」率は、目標値を上回る
83.8％まで高めることができました。
　現在、政府が新築住宅の「ネット・ゼロ・エネルギー・ハ
ウス（ZEH）」化という指針を示していますが、以前から当
社は2050年の既築住宅を含めた、すべての住宅のCO2
排出量差引ゼロを目標に「グリーンファースト」の普及、

ソーラーリフォーム等に努めてきました。業界のトップラ
ンナーとして時代をけん引する責任を果たすべく、国に一
歩先んじて「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）」を2
年後に60%まで普及させます。今後は普及への取り組み
のスピードをさらに早め、グループの総力を挙げて遂行し
ていきます。

　2012年度は賃貸住宅の「グリーンファースト」化が顕著
になりました。太陽光発電システム搭載の賃貸住宅「シャー
メゾン グリーンファースト」の比率が前年度の27.1％から
44.6％まで高まりました。固定価格買取制度等がメリット
として浸透し、普及につながったと考えています。
　今後のスマートタウンへの展開を考えた時、「シャーメ
ゾン」などの賃貸共同住宅は、戸建住宅以上に創エネル
ギーの規模が大きく効率的なため、地球温暖化の防止、
低炭素社会実現への貢献が期待できます。マンション事
業、医療・介護事業についても「グリーンファースト」路線
を継続していきます。

　当社は「グリーンファースト」をベースに、「安全・安心」
「健康・快適」「エネルギー」「見守り」の四つのキーワード
を軸に「SLOW ＆ SMART」な暮らしの実現を目指すス
マートタウン「スマートコモンシティ」を全国に展開し、現
在200世帯以上の方々が実際に生活を始めています。
　2012年4月に誕生した宮城県の「スマートコモンシ
ティ明石台」は、世界初の3電池連動制御のスマートハウ
スを軸とするスマートタウンで、既に106世帯の方々が暮
らしています（2013年3月末日時点）。東日本大震災後の
社会ニーズに対応し、防災コミュニティセンターを2カ所

賃貸住宅も「グリーンファースト」率が向上。
地球温暖化の防止、低炭素社会に貢献

まず被災地から、
「スマートコモンシティ」を全国展開

新築の8割を超えた「グリーンファースト」。
今後は「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）」
に注力

戸建住宅・賃貸住宅とも、
中高級路線を堅持し、良質な住宅供給の
リーディングカンパニーとして成長を図る

住まいの基本性能

「いつもいまが快適」な暮らし提案

に関する技術力で時代をリード

に関する先進技術

新しい住まい
価値提案

に関する先進技術

住まいの
基本性能

スマートUD
末永く住まうための「生涯住宅」提案

家族のカタチ
多様な家族の住まい方提案

私のスタイル
趣味やこだわりを実現する提案

スローリビング
自然とつながる豊かな暮らし提案

グリーンファースト
エナジーフリーの住まい提案

自由設計とオリジナル構法
家族を守る耐震技術
美しく強いオリジナル外壁

エコを実現する省エネ技術
空気にも配慮した健康技術
高品質を維持する技術

+
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設置するなど、当社のスマートタウン第1号は東北から、と
いう思いを反映する形になりました。431戸で1年間に発
電する電力量は電力消費量の約1.7倍の2508MWhと
なる予定で、近隣エリアに1039MWhの電力を供給でき
るエネルギー自給自足のまちになります。

　当社が、今後のスマートシティの発展において重視するの
は、エネルギーの効率化や融通性だけではありません。長く
住み続けたくなる美しい環境やまちなみをつくり、良質なコ
ミュニティを醸成していくまちづくり設計の基盤があってこ
そ、サステナブルなまちづくりが可能になると考えています。
　当社は2001年発表の「5本の樹」計画や、2005年制
定の「まちづくり憲章」に基づくガイドラインなど独自の設
計手法で、歳月を重ねるごとに住まう人の愛着が深まる
「経年美化」のまちづくりに努めてきました。また、以前か
ら分譲地の名称に「コモン」（共有）の名を冠し、少子高齢
社会に向けた生活支援や介護、育児に関する相互扶助、
協力し合っての治安の向上、景観美化など、住民が社会
課題の解決へのアクションを起こしやすいコミュニティづ
くりにも重点を置いてきました。
　具体的には、敷地内に公園や広場、集会所を設け、隣人
祭りの開催を支援するなど、住民交流の機会を増やす
「場」と「きっかけ」を提供し、人と人の絆を深めるサポート
を行っています。ますます重要となる、こうした地域コミュ
ニティづくりの取り組みを、当社は「ひとえん」として体系
化。「経年美化」と豊かなコミュニティを創出する当社なら
ではのまちづくりを各地に展開しています。

　経営体質については、前中期経営計画において進めて

きた組織の構造改革、生産・施工の合理化、エリアマーケッ
ト戦略の効果が表れ、収益性が向上しました。
　2012年度 中期経営計画では、プラチナ事業の一環で
あるサービス付き高齢者向け住宅も積極的に展開します。
2025年までに75歳以上の高齢者が2000万人を超える
とされているにもかかわらず、医療・介護と連携した形で生
活支援サービスを提供できる住宅は少なく、欧米各国に
比べて遅れています。政府は2020年までにサービス付き
高齢者向け住宅を現在の約10倍に拡充する方針を決め
ました。賃貸経営の豊富なノウハウがあり、業界初のサー
ビス付き高齢者向け住宅商品をいち早く発売した当社の
アドバンテージを今こそ生かす時です。
　こうした成長戦略を支えるのは人材です。当社では人
材の多様性を生かせる組織の構築に努め、研修制度の充
実や能力を発揮しやすい職場環境づくりを行っています。
また、当社には業界最多となる280人の女性営業職、グ
ループには550人の女性のリフォーム営業職が在籍して
おり、子育てをしながらでも成果が出せる、さまざまな支
援策でサポートしています。その結果、女性人材の活用を
積極的に行っている企業として東京証券取引所の「なで
しこ銘柄」にも選定されました。
　また、当社は既成の枠にとらわれない新しいチャレンジも
行っていきます。暮らしを取り巻く社会の影響で変化してい
く次代の住文化を、生活者、有識者、大学、企業などととも
に考え、「共創」する、業界初のオープンイノベーション拠点
「SUMUFUMULAB（住ムフムラボ）」を新たにうめきた・グ
ランフロント大阪のナレッジキャピタルに開設しました。将
来を見据えた住生活研究をさまざまなステークホルダーと
ともに展開し、住文化の向上に寄与します。

　引き続き、社会ルールを軽視した利益追求に走ること
なく、企業理念に基づき、責任感、使命感、倫理観を持っ
て、お客様をはじめ従業員、取引先を含めたすべてのス
テークホルダーと公正な関係を築いていきます。「道徳な
き経済は犯罪である」という二宮尊徳の言葉にもあるよう
に、経済性、社会性を両立させながら、透明性の高い、健
全な経営の徹底強化に努めます。
　いかなる場合でも、各現場のリーダーが率先垂範し、
役員・従業員も個々の意識を高めていく努力を怠ってはな
りません。「ガバナンス意識調査」によるチェックも各事業
所で継続して実施し、意識啓発を行っていきます。今後
も、誠実な経営を全グループに浸透させて、社会的責任を
果たしてまいります。

コンプライアンスを徹底

持続可能なまちづくりに欠かせない
「経年美化」と「コミュニティ」

多様な人材の能力を生かし、
プラチナ事業、ストック事業を拡大　

代表取締役社長 兼 COO 阿部 俊則

+
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　経済のグローバル化とともに、社会や地球環境への影響が拡大し、
企業に求められる社会的責任が一層重いものとなってきました。安全・
安心で快適な暮らしの基盤となる住まいづくりを通じ、社会的責任を
果たすべく取り組んできた当社は、住宅業界のトップランナーとして、住
宅産業が社会に与える影響の大きさを常に認識し、「持続可能性」を経
営の基軸に据えています。
　積水ハウスが目指す持続可能な社会とは、地球生態系本来のバラン
スを保つことを基本に、将来にわたってすべての人々が快適に暮らせる
社会のことです。地球温暖化の影響による異常気象や、資源の減少、生
態系ネットワークの危機、エネルギーへの不安、日々の健康や高齢社会
への対応など、社会全体で取り組むべき課題と住まいは、つながってい
ます。当社はそれらを企業理念の具現化と、「いつもいまが快適」な住ま
いの提供で解決していくことを事業の根幹としています。そして、「住まう
人の幸せ」と「持続可能性」の実現という一貫した思いを、2005年に「サ
ステナブル・ビジョン」として掲げ、お客様やすべての社員と価値観を共
有。社会課題の解決に向けた新たな価値を常に提案しています。

社会課題の解決に向け、
お客様と共有する価値をビジョンに掲げ、
実践してきました
住む人の幸せと社会課題の解決を目指し、
企業理念と「サステナブル・ビジョン」で
応え続けてきました

会社は人間によって成り立っており、社員一人ひとりの心
の持ち方と関係のあり方こそが、事業・経営の根幹をなす
ものであり、社会に貢献する根源であると考えています。

1989 企業理念の制定

人間愛…私たちの根本哲学

1960

1980
1960
積水ハウス創立

工業化住宅の基礎確立の時代 「デザイン」「性能提案」「親自然」の時代

1961
業界初のメーターモジュールで
設計自由度の高いプレハブ住宅を提案

「B型」発売

1966　
建築前に外観や室内空間を確認できる実物を展示

全国初の常設総合住宅展示場に出展　

「責任施工」体制を強化し自社管理で高い施工品質を確保

積和工事設立

1973　

滋賀・関東両工場が生産部材の品質管理で
通商産業省の新制度認定第１号に

優良工場に認定

1977
コミュニティ喪失という社会課題に対して
コモン（共有）がテーマの分譲地を計画・販売

「コモンライフおさゆき」分譲開始

1979
1978年の宮城県沖地震の
地震波を再現し災害に備えた
住まいの耐震性を実証

住宅業界初の
実大振動実験

1982
自然エネルギーを利用して
エネルギー問題へも対応

「PSH-21（パッシブソーラーハウス）」発売

1981
社会課題にいち早く対応

日本初の「障がい者モデルハウス」建設

1962　東京都の常住人口1000万人突破
1963　プレハブ建築協会設立
1964　住宅金融公庫工場生産住宅承認制度開始

1981　新耐震設計基準施行
1985　オゾン層保護のためのウィーン条約採択

［私たちの基本姿勢］

真実・信頼

［私たちの目標］

最高の
品質と技術

人間性豊かな
住まいと環境の創造

［私たちの事業の意義］

人間愛

私たちの
根本哲学

サステナブル社会実現への責任と取り組み

積水ハウスの経営理念

1973　工業化住宅性能認定制度創設
1973　第１次オイルショック
1979　第2次オイルショック
1979　エネルギーの使用の合理化に関する
　　　  法律（省エネ法）施行

積
水
ハ
ウ
ス
の
取
り
組
み

世
の
中
の
動
き
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当社は、目指すべき「持続可能な社会」をビジョンとして定義し、それを実現・検
証するために「経済」「環境」「社会」「住まい手」の「4つの価値」によるバランスのと
れた経営の実践を宣言しました。また2006年には、事業活動や意思決定の際
のガイドとなるよう、それぞれの価値を掘り下げた「13の指針」を定めました。

2005「サステナブル宣言」

2009「グリーンファースト」発売
2011「グリーンファースト ハイブリッド」発売

2006「13の指針」制定

1990

2000

2010

1993
累積建築戸数

100万戸達成

2010
累積建築戸数

200万戸達成

住宅の「質」と「性能」拡大向上の時代 「環境配慮」と「快適性」両立の時代

1990
研究者と生活者が共に住まいを考える
公開型の研究所がオープン

「総合住宅研究所」開設
1996
高断熱、高性能遮熱断熱複層ガラスなどの
標準化で快適性と省エネルギー性を両立

「セントレージΣ」発売

1997
太陽光発電システムを
標準採用

「ソーラーΣ・A」
発売

1999
個別の環境対応を横断組織で統合し経営課題に

「環境未来計画」発表

2001
地域の自生樹種や在来樹種中心の
庭づくりで生物多様性を保全

「5本の樹」計画開始

2002
住宅のライフサイクル全体を
自社グループで支える資源循環を実践

「工場ゼロエミッション」達成

2003
戸建住宅の断熱性能を向上

次世代省エネルギー仕様を標準化

2004
すべてのステークホルダーに
誠実に責任を果たすことを宣言

中期経営ビジョン発表
被災後の自立生活を支える生活空間、
水や食料、エネルギー確保がテーマの

「省エネ・防災住宅」発売

2005
時とともに美しさが増し社会の財産となる
「経年美化」のまちづくりを宣言

「まちづくり憲章」制定

2007
資源を有効活用する
「再生住宅」の新市場を創出

「エバーループ」事業開始
持続可能な木材利用を目指す
「フェアウッド調達」を推進

「木材調達ガイドライン」制定
地震エネルギーを熱に
変換し吸収する
大臣認定の「制震構造」

制震システム
「シーカス」発売
2008
環境省創設「エコ・ファースト制度」の
業界初の認定を受け、環境課題に取り組む

「エコ・ファーストの約束」
北海道洞爺湖サミットで公開

「ゼロエミッションハウス」建設協力

1992   ブラジルで地球サミット開催
1993　環境基本法施行
1995　阪神・淡路大震災
1997　京都議定書採択

2000　住宅の品質確保の促進等に関する
　　　  法律（品確法）施行
2002　建設リサイクル法全面施行
2005　京都議定書発効

2006　住生活基本法施行
2009　長期優良住宅認定制度開始
2010　生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）開催
2011　東日本大震災

エネルギー

資源

化学物質

生態系

知恵と技

地域経済

適正利益と社会還元

共存共栄

豊かさ

快適さ

永続性

人材づくり

地域文化と縁起こし

サステナブル

環境
価値

住まい手
価値

経済
価値

社会
価値

適さ

永続性

快適

住まい手
価値価

エネルギー

資

質

資源

環境
価値値

人材づくり

域文

人材づくり

地域

社会社
価値

域経

利益と社会還元

済

益と社会還元

経済済
価値

持続可能な社会のため、快適な暮らしと環境保全を両立する
「グリーンファースト」を発売。2011年には、世界初3電池連動制御の
「グリーンファースト ハイブリッド」を発売しました。
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常に社会の要請に応えながら、
持続可能性を追求しています

　当社が2009年から普及を進めている「グリーンファー
スト」は、「快適性」「経済性」「環境配慮」を同時に高いレ
ベルで融合した住まいです。安全・安心で、快適な暮らし
を提案し、経済性に優れ、環境にやさしい暮らしを実現す
るだけでなく、住まいの長寿命化、低炭素社会の実現など
に寄与する環境配慮型住宅として市場に定着しました。
　住まい手が我慢を強いられることなく、地球温暖化防
止、省エネルギー、生態系保全、廃棄物削減、少子高齢社
会、健康や防災などの社会課題を解決に導くとともに、
より良い社会の醸成を目指す住まいとして現在も進化を
続けています。　

　そして、今、住まいで実現できる最善の快適「SLOW」を
先進の技術「SMART」で解決に導く、という当社の志を
ブランドビジョン「SLOW ＆ SMART」と位置付け、低炭
素社会、循環型社会の実現に向けた今後の事業の推進力
としています。
　当社は理想の未来図を描きながら、この取り組みをさ
らに高いステージへと引き上げ、社会的責任を果たして
いきます。

「グリーンファースト」の進化で、
「SLOW ＆ SMART」な理想の未来を構築します

スマートUD
末永く住まうための「生涯住宅」提案

家族のカタチ
多様な家族の住まい方提案

私のスタイル
趣味やこだわりを実現する提案

スローリビング
自然とつながる豊かな暮らし提案

グリーンファースト
エナジーフリーの住まい提案

自由設計とオリジナル構法
家族を守る耐震技術
美しく強いオリジナル外壁

エコを実現する省エネ技術
空気にも配慮した健康技術
高品質を維持する技術

+

サステナブル社会実現への責任と取り組み

積水ハウスの経営理念

2013
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